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全方位測定型のフラクタル形状検出器「FRIE」を開発しました。FRIEはGPS
が取得できない建屋内や、森林内においても放射線測定を行うことが可能で
あり、三次元的な放射能分布を取得することができます。

放射線検出器「FRIE」の概要

本研究では、シェルピンスキー四面体型の放射線検出

器FRIE (Fractal Radiation Imaging Element)の開発、

またFRIEを利用した放射能分布のイメージング技術の

開発を行いました。FRIEは16個の正四面体GAGGシンチ

レータを放射線センサーとして使用しており、セン

サー間に銅タングステン等の遮蔽体を充填しています。

個々のセンサーデータを使用して放射線の入射方向を

特定することができ、全方向に感度を有しています。

測定空間の三次元点群データを利用することで、測定

環境における放射能分布を推定することができます。

またFRIEシステムには放射線検出部の他に、デプスカ

メラを用いた自己位置推定機能が搭載されており、衛

星測位システムから位置情報を得られない屋内又は森

林内などの環境であっても測定が可能です。

FRIEで得られるデータは、様々な方向からの放射線

寄与の情報が付加されています。測定エリアの三次

元空間点群情報を合わせて利用することで、三次元

的な放射能分布を得ることができます。FRIE（ガン

マ線測定用：試作機）の放射能分布推定分解能は、

約10～30度程度（高さ1m測定で約40cm）の推定精度

が得られることがシミュレーション及び実測データ

を用いた評価から得られました。FRIEシステムは、

ロボットや人がセンサーを背負うことで、移動しな

がら測定可能なシステムとなっており、将来、福島

第一原子力発電所内や森林内における測定に適用す

る予定です。

FRIEによるイメージング

シェルピンスキー四面体
樹木が持つ姿形全体と
相似な形を含むような図形

(フラクタル構造)

放射線計測に応用

高線量下ガンマ線測定用
1F内などにおける高線量下でも
使用できるように最適化

ベータ/ガンマ線測定用
ベータ線も測定できるように

検出部を最適化

ガンマ線測定用
試作型のFRIE

デプスカメラ
（Xvisio DS80）

オンボード
コンピュータ

（LattePanda 3 Delta）
*無線通信で遠隔操作可能

*タッチパネル付き
*バッテリー駆動

FRIEシステム
（β・γ測定用）


